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　男
性
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
料
理
教
室

を
２
月
６
日
︵
土
︶
に
実
施
し
ま
し
た
。

　Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
、
参
加
者
は
自
宅

の
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で
普
段
使
用
し
て
い
る
調

理
器
具
や
食
材
を
活
か
し
て
、
講
師
か
ら
お

つ
ま
み
・
お
か
ず
に
も
な
る
夕
飯
づ
く
り
を

学
び
、
実
践
し
ま
し
た
。

　フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
青
森
と
の

共
催
で
11
月
21
日
︵
土
︶
、
育
休
後
カ
フ
ェ

＠
あ
お
も
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
育
休
後
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
山
口
理
栄
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

る
方
、
育
児
休
業
中
の
方
々
を
対
象
に
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実

施
し
ま
し
た
。

　講
座
に
は
13
名
が
参
加
し
、
仕
事
と
家

事
・
育
児
の
両
立
、
理
想
の
働
き
方
な
ど
に

つ
い
て
、
お
互
い
に
ヒ
ン
ト
や
気
づ
き
を
も

ら
い
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
や
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

　青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
及
び
青

森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

子
育
て
や
夫
婦
で
協
力
し
て
家
事
育
児
を
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

男
性
参
画
促
進
講
座
／
家
事
体
験
講
座

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
集
ま
れ
！
料
理
男
子

相
談
　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

自
主
事
業

育
休
後
カ
フ
ェ
＠
あ
お
も
り

　﹁
地
域
で
輝
く
女
性
た
ち
の
今
﹂
を
テ
ー

マ
に
、
平
成
29
年
度
〜
令
和
元
年
度
の
修
了

生
の
現
在
の
活
動
状
況
や
受
講
し
て
の
感
想

な
ど
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
ま
し

た
。　学

び
を
深
め
、
活
か
す
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
大
槻
奈
巳
さ
ん
︵
聖
心
女
子
大
学

教
授
︶
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
修

了
生
に
よ
る
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
審

議
会
等
委
員
登
用
状
況
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　企
業
等
で
働
く
女
性
を
対
象
に
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
や
必
要
な
ス
キ
ル
を

学
ぶ
講
座
を
９
月
か
ら
12
月
ま
で
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
で
行
い
ま
し
た
。
期
間
内
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
下
で
都
合
の
い
い
時
間
に

受
講
で
き
る
こ
と
か
ら
、
県
内
各
地
の
72
名

の
女
性
が
受
講
し
ま
し
た
。

　受
講
生
か
ら
は
﹁
自
分
の
意
見
を
言
い
つ

つ
相
手
の
意
見
も
尊
重
で
き
る
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
勉
強
に
な
っ
た
﹂﹁
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
の
講
座
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ス

タ
ッ
フ
に
接
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
学
べ

た
﹂﹁
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
明
確
に
し
て
仕
事

も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
け
る
と
感

じ
た
﹂
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

地域男女共同参画
ネットワーク学習会

講演・ワークショップ
「ウィズ・コロナ　
　みんなで安心　避難所づくり」
講師：小山内世喜子（一般社団法人

男女共同参画地域みらいねっ
と代表理事）

開催地：平内町
講師から男女共同参画の視点を活かした安心避難所づくりやコロナ
禍における避難所運営について講義を受け、コロナ感染防止対策を
踏まえた避難所受付の実践や、要配慮者等に対応した避難所づくり
を参加者が体験しました。

地域住民の方々に三八地域男女共同参画ネットワー
クについて理解を深めていただくため、各市町村の
ホームページや広報誌で地域ネットワークの活動内
容を紹介し、加入を呼びかけました。

講演「コロナ禍における災害支援について」
講師：吉川靖之
　　　（日本災害医学会災害セミナーインストラクター）
開催地：板柳町

県内６地域の男女共同参画ネットワークに加入している団
体・個人や市町村担当者、住民などが男女共同参画の課題に
ついて気づき、解決していく糸口を考える学習会の開催等を
支援しました。

今年度、新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び防止のた
めに、通常集合型で行われる講座等をオンライン形式に切り
替えるなどして実施しました。
講座の開催情報や実施報告はホームページ等からもご覧いた
だけます。

青森県男女共同参画センター
〒030-0822　青森市中央３丁目17-1
TEL　017-732-1085　FAX　017-732-1073
HP：http://www.apio.pref.aomori.jp/gender/
メール：danjokouza@apio.pref.aomori.jp
フェイスブック：青森県男女共同参画センター
ツイッター：＠apiodanjo
YouTube：アピオあおもり男女

●相談室
TEL　017-732-1022
受付時間　９時～16時（水曜日・年末年始除く）

●情報ライブラリー
TEL　017-732-1024
利用時間　９時～19時（日・祝は17時まで）
休室日　水曜日・年末年始・図書整理日

12/8

東青地域

2/27（予定）

中南地域

講演「コロナ禍における防災について」
講師：青森県男女共同参画センター職員
開催地：つがる市

３月下旬（予定）

西北地域

三八地域

映画「わたしのヒーロー」の上映と、
ワークシート「夫婦deミーティン
グ」の活用法などに関するワーク
ショップを実施しました。

ワーク付き上映会

「しあわせ家族になるために～家事・育児
　から考えるワーク・ライフ・バランス」

市町村や図書館、団体等に男女共同参画に関する各種テー
マの図書をまとめて貸出するサービスを行いました。男女
共同参画週間期間に合わせて展示を行ったほか、活動団体
が図書の展示に協力するなど、各地で本貸出サービスを活
用した取組が展開されました。
＜貸出先・テーマ＞
〇むつ市・男女共同参画について考える
〇田子町・男女共同参画社会、女性の健康
〇平内町・男女共同参画とは

図書パッケージ貸出サービス

法テラス青森との共催で離婚に関する法律講座を実施
し、離婚に関する知識を身につけたい女性や相談機関の
支援者など７名が参加しました。講師からは離婚手続き
の基本的事項について、わかりやすく具体的にお話しい
ただきました。

日 時　11月８日（日）13：00～14：00
会 場　アピオあおもり

離婚に関する法律講座

「法律を知って前向きに生きよう～コロナ禍
　における家庭環境への選択肢～」
日 時　12月４日（金）10：00～12：00
会 場　十和田市民図書館
講 師　花生耕子弁護士（いずみ法律事務所）

ＤＶの相談や被害者支援にあたっている相談機関等の職
員を対象にスキルアップのための研修動画を配信しまし
た。講師の伊田広行さんから、「ＤＶと虐待」の基本と課
題、被害者支援及び加害者に関わる必要性と方法などに
ついて、具体的に解説いただきました。

ＤＶ相談・支援者向け講座（オンデマンド配信）

「ＤＶと虐待～少しのＳＯＳに気づくには～」
配信期間　２月１日～２月28日
講 師　伊田広行（ＤＶ加害者プログラム・ＮＯＶＯ運営者）

情報
ライブラリー

▲県内各地で修了生の皆

さんが地域づくり活動

などで活躍していま

す。

▲公開講座「不安な時代をどう生きるか」（講師：大沢真

知子さん/日本女子大学教授）YouTubeで配信し、多

くの方にご覧いただきました。

▲青森県男女共同参画センターＨＰ→「こ

れってＤＶなの？」にアクセスのうえ、ダ

ウンロード願います。

　http://www.apio.pref.aomori.jp/gender/ 

counseling/2020_dv/

▲講師の料理研究一家「古川家」さん

から、「フライパン蒸し鶏」「レンジ

仕込み野菜」「蛇腹きゅうり」など

基本の３品と応用方法などを学び、

実践しました。

相 談 女性に対する暴力をなくす運動期間（11/12
～11/25）中に、アスパムをパープルに点灯
したほか、各団体と連携し、青森市アウガ前
で、女性に対する暴力防止の呼びかけや、ア
ピオあおもり館内で展示を行いました。

パープルリボンキャンペーン
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マの図書をまとめて貸出するサービスを行いました。男女
共同参画週間期間に合わせて展示を行ったほか、活動団体
が図書の展示に協力するなど、各地で本貸出サービスを活
用した取組が展開されました。
＜貸出先・テーマ＞
〇むつ市・男女共同参画について考える
〇田子町・男女共同参画社会、女性の健康
〇平内町・男女共同参画とは

図書パッケージ貸出サービス

法テラス青森との共催で離婚に関する法律講座を実施
し、離婚に関する知識を身につけたい女性や相談機関の
支援者など７名が参加しました。講師からは離婚手続き
の基本的事項について、わかりやすく具体的にお話しい
ただきました。

日 時　11月８日（日）13：00～14：00
会 場　アピオあおもり

離婚に関する法律講座

「法律を知って前向きに生きよう～コロナ禍
　における家庭環境への選択肢～」
日 時　12月４日（金）10：00～12：00
会 場　十和田市民図書館
講 師　花生耕子弁護士（いずみ法律事務所）

ＤＶの相談や被害者支援にあたっている相談機関等の職
員を対象にスキルアップのための研修動画を配信しまし
た。講師の伊田広行さんから、「ＤＶと虐待」の基本と課
題、被害者支援及び加害者に関わる必要性と方法などに
ついて、具体的に解説いただきました。

ＤＶ相談・支援者向け講座（オンデマンド配信）

「ＤＶと虐待～少しのＳＯＳに気づくには～」
配信期間　２月１日～２月28日
講 師　伊田広行（ＤＶ加害者プログラム・ＮＯＶＯ運営者）

情報
ライブラリー

▲県内各地で修了生の皆

さんが地域づくり活動

などで活躍していま

す。

▲公開講座「不安な時代をどう生きるか」（講師：大沢真

知子さん/日本女子大学教授）YouTubeで配信し、多

くの方にご覧いただきました。

▲青森県男女共同参画センターＨＰ→「こ

れってＤＶなの？」にアクセスのうえ、ダ

ウンロード願います。

　http://www.apio.pref.aomori.jp/gender/ 

counseling/2020_dv/

▲講師の料理研究一家「古川家」さん

から、「フライパン蒸し鶏」「レンジ

仕込み野菜」「蛇腹きゅうり」など

基本の３品と応用方法などを学び、

実践しました。

相 談 女性に対する暴力をなくす運動期間（11/12
～11/25）中に、アスパムをパープルに点灯
したほか、各団体と連携し、青森市アウガ前
で、女性に対する暴力防止の呼びかけや、ア
ピオあおもり館内で展示を行いました。

パープルリボンキャンペーン


